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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
博士後期課程に進学すると、論理的な考え方や「新しい価値を創出するプロセス」を体得し、社会の中における技術を俯瞰して見られるようになることで、独り立ちの自信をもち、キャリアパスの選択肢も広がるのです。
科学技術の高度化や、産業創出力の強化といった観点から、「博士」への社会の期待が近年、高まっています。
皆さんも、是非博士後期課程の進学を検討してみてください。


https://www.tac-mi.titech.ac.jp/pdf/hakasenosusume.pdf
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
卓越教育院は、本学の博士後期課程学生への経済的支援の一つの取り組みです。
経済的支援を行いながら、異分野融合研究、人材交流等を通し、新たな価値の創造による社会課題を解決する人材を養成する、全学横断型の修博一貫のプログラムです。
本学には３つの卓越教育院がありますので、是非ご検討ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
＜物質・情報卓越教育院の紹介＞
物質・情報卓越教育院（TAC-MI）は、本学から申請した2018年度卓越大学院プログラム『「物質×情報＝複素人材」育成を通じた持続可能社会の創造』が文部科学省に採択されたことにより、2019年1月にスタートしました。

本教育課程は、修士博士一貫の大学院教育プログラムです。
物質と情報をリンクさせ、情報科学を駆使して複眼的・俯瞰的視点から発想することで、独創的な物質・情報研究を進める「複素人材」の育成を行います。

「複素人材」とは、我が国が得意とする「ものつくり」を、情報科学・情報技術を駆使して、物質・材料やデバイスの設計、生産プロセス構築、最適化にとどまらず社会で必要となるサービスにまで繋げて発想し、持続可能な社会に貢献する新産業やそれを支える新学問を創出する人材です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2018年から超スマート社会推進コンソーシアムという組織ができています。�ここでは人材育成から研究開発までを統合した超スマート社会創出のための産官学連携による
次世代型社会連携教育研究プラットフォームを構築しています。�特に、コンソーシアムを介して異分野融合研究チームが構築できれば、皆さんは
RA採用による経済的支援を受けながら先端研究を進めることができます。�その研究チームを構築するチャンスがマッチングワークショップです。�ここでは、コンソーシアム参加機関を対象に研究発表を実施し、産業界のニーズとのマッチングを図ります。2020年度は35件、2021年度は18件のマッチングが成立し、そのうちの一定数は異分野融合研究チームを構築することに成功し、
該当の学生はRA経費による経済的支援を受けながら研究を行っています。
次回のワークショップは6月8日および29日に予定されています。
マッチングの成立はもちろんのこと、現在進めている研究の社会へのインパクトを確認する意味でも是非参加を検討ください。
ここにいる皆さんはもれなく参加の権利があります。



@f) BAY— MISEMBEEIRTE (since Apr. 2020)

PSSSOBABIETY
. BERONERHOREEDEIERORERRE T« —IL K
EBEL. CNSEEALLESE & SRMROHASTIRM
. HARCEMUEBNGZIRETOYS ARRMY
. FE . FRICERTEBZEENYK— N ERE
. FPUP)RZEEEE “
=¥, FESEHPRCSMUTSIZEEL!

20225F4H27H(K) 16:30~17:15 (HA::E



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
太字を読み上げて頂ければと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
エネルギー・情報卓越教育院が提供するマルチスコープ・エネルギー卓越人材プログラムは、修士および博士課程一貫の教育課程です。
ご自身の研究と併せて、当教育院のプログラムの下、新たなエネルギー社会をデザインし変革を駆動する人材になることが可能です。

修士課程新入生におかれましては、2022年度春に登録が可能です。
2022年４月7日木曜日の夕方に説明会を開催いたしますので、概要をご覧になり興味がありましたら是非ご参加ください。

では、当教育院のプログラムについて概要をご案内します。（次のページ）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、世界的に持続可能な低炭素・脱炭素エネルギー社会への転換が求められていますが、そのような社会を実現するためには、
エネルギーに対する知識だけでなく、情報科学を駆使し、さらに経済や政策立案などにも精通する多元的な視点を持つ人材が必要です。

当教育院では、そのような能力を駆使し新しい社会や産業の創造を先導する人材を養成するべく「マルチスコープ・エネルギー卓越人材プログラム」を提供しており、
「4つの科目群」による教育課程，「InfoSyEnergy研究/教育コンソーシアム」との協業により、「3つのスコープ力」を涵養します。

当教育院プログラムの根幹となる「エネルギー学理」、AI解析など時代の最先端となる「ビッグデータ科学」、そして、
現在を分析し未来をデザインして社会を牽引する力となる「社会構想」の3つのスコープ力を基礎科目として修得。
次のステップでは、共同研究やフィールドワーク、国際フォーラムなどの実践科目を通じて
世界のトップ大学および企業と最前線の現場を経験し、グローバルなネットワークを構築することが可能となります。
そのほかにも、研究ワークショップなどのイベントに参加することで、企業やその分野の第一人者から最先端の研究を学ぶことができ、
最終的に当教育院が活躍の場として想定している「ベンチャー企業」、「企業における新規事業部門」、「大学や研究機関」にて
未来のエネルギー社会を創造・デザイン・けん引する人材となることが期待されます。

なお、この教育課程への登録は、博士課程に進学することが前提となります。
そして、ご自身の研究との両立を可能とする博士後期課程より受給可能な経済支援制度を設けています。

博士後期課程へ進学を検討している方はぜひ当教育院への登録についても検討してみてください。
また、現段階で進学の予定がない方も、ご自身の研究の社会的価値を高めるために一度検討していただくのもよいかもしれません。

皆さんの登録をお待ちしております。
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